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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
沢
一
の
事
件
簿
　
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
１
　
白
雪
村
殺
人
事
件

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
４
３
６
Ｅ

【
作
者
名
】

　
推
理
小
説
好
き

【
あ
ら
す
じ
】

　
沢
一
は
、
推
理
小
説
オ
タ
ク
で
名
探
偵
を
夢
見
て
る
。
た
ま
に
、
ド
ラ
マ
で

犯
人
を
当
て
る
こ
と
も
・
・
・
。
今
回
は
、
ふ
る
さ
と
の
北
海
道
白
雪
村
で
の

殺
人
事
件
。
沢
一
に
こ
の
謎
は
解
け
る
の
か
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ
１
　
一
の
つ
ぶ
や
き
・
・
・
（
前
書
き
）

※
こ
の
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
白
雪
村
、
沢
一
な
ど
の
地
名
、
人
名
は

現
実
に
あ
る
も
の
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。



3

プ
ロ
ロ
ー
グ
１
　
一
の
つ
ぶ
や
き
・
・
・

　
こ
れ
で
み
ん
な
お
別
れ
だ
ね
・
・
・
・

　
あ
あ
・
・
・
・

　　　
オ
レ
は
東
京
へ
行
く
か
ら
な
・
・
・

　　　
ま
た
・
・
・
・
絶
対
に
会
え
る
よ
ね
！

　
い
つ
か
な
・
・
・

　　
オ
レ
が
聞
い
た
泉
の
最
後
の
言
葉
だ
っ
た
・
・
・
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死
っ
て
何
だ
ろ
う
・
・
・
・

　
も
う
二
度
と
会
え
な
い
・
・
・

　
ど
ん
な
に
願
っ
て
も
戻
ら
な
い
・
・
・

　
死
は
絶
対
の
一
方
通
行
の
入
り
口
な
の
か
な
・
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
　
そ
れ
急
げ
！

な
ん
て
・
・
・
・
普
段
考
え
た
り
も
す
る

忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
。

記
憶
か
ら
消
そ
う
と
し
て
も
、
ど
こ
か
で
残
っ
て
い
る
。

「
本
当
に
死
っ
て
何
だ
ろ
う
・
・
・
・
。
」

「
一
兄
ち
ゃ
ん
、
何
し
て
る
の
？
」

「
あ
っ
、
そ
れ
は
・
・
・
、
っ
て
、
う
わ
あ
！
い
つ
か
ら
こ
こ
に
い
た
！
」

「
さ
っ
、
さ
っ
き
か
ら
・
・
・
・
。
変
な
妄
想
に
入
る
と
・
・
・
」

と
い
い
か
け
た
途
端
、
一
が
こ
う
言
っ
た
。

「
変
な
妄
想
っ
て
何
だ
よ
！
」

は
あ
・
・
・
、
び
っ
く
り
し
た
・
・
・
・
。
今
の
は
、
オ
レ
の
弟
の
智
也
だ
。

時
々
、
核
心
を
突
く
言
葉
に
び
っ
く
り
す
る
の
だ
が
・
・
・
・
。

も
う
一
度
会
え
る
け
れ
ど
・
・
・
・
、
も
う
あ
い
つ
と
は
会
え
な
い
・
・
・
。

し
ゃ
べ
っ
て
も
、
返
事
は
も
う
二
度
と
来
な
い
・
・
・
・
。

も
う
少
し
、
白
雪
村
の
こ
と
を
説
明
し
て
お
こ
う
・
・
・
。

白
雪
村
は
、
北
海
道
に
あ
る
小
さ
な
村
だ
・
・
・
。
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、

隣
町
は
、
黒
岩
町
。
こ
ち
ら
は
港
町
だ
。
黒
岩
と
白
雪
の
間
に
は
、
ト
ン
ネ
ル

が
あ
る
。
オ
レ
は
、
ま
ず
、
新
千
歳
空
港
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
、
バ
ス
で
黒

岩
町
へ
行
く
。
さ
ら
に
、
バ
ス
で
白
雪
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
行
く
の
だ
。
面
倒

だ
が
仕
方
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
白
雪
村
の
交
通
機
関
は
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の

み
。
そ
し
て
、
バ
ス
は
、
１
日
に
２
便
。
か
な
り
不
便
な
の
だ
。

唯
一
の
中
学
校
が
オ
レ
が
通
っ
て
い
た
、
白
雪
中
学
校
。
小
学
校
は
２
校
あ
る

が
、
高
校
は
こ
の
村
に
は
な
い
。
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つ
ま
り
、
中
学
卒
業
の
後
、
離
れ
離
れ
に
な
る
の
だ
。
そ
の
中
学
校
も
去
年
、

取
り
壊
し
が
決
ま
り
、
来
年
の
夏
に
取
り
壊
し
を
す
る
。

そ
の
前
に
、
俺
た
ち
は
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
思
い
出
の
品
を
探
し
た
り

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
く
の
だ
。

し
っ
か
し
、
交
通
費
が
高
い
ぜ
・
・
・
・
。
ウ
チ
の
家
計
は
厳
し
い
か
ら
、
お

小
遣
い
な
し
に
な
っ
た
り
し
て
・
・
・
。
ト
ホ
ホ
・
・
・
・
。

ま
あ
、
同
級
生
に
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
わ
け
だ
か
ら
、
ま
あ
、
い
い
か
。

っ
て
、
あ
っ
！
オ
レ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
を
払
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
ん
だ
・
・

・
・
。

交
通
費
だ
け
で
も
、
か
な
り
す
る
の
に
・
・
・
・
。

「
お
ー
い
、
は
や
く
、
行
か
な
い
と
飛
行
機
に
間
に
合
わ
な
い
よ
！
」

え
っ
、
今
は
・
・
・
・
、
や
ば
い
！
搭
乗
手
続
き
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
に
到
着
だ
！

間
に
合
う
か
な
・
・
・
・
。
そ
れ
、
急
げ
！

「
お
兄
ち
ゃ
ー
ん
、
財
布
！
」

「
あ
っ
、
あ
り
が
と
う
！
う
わ
あ
あ
あ
！
猛
ダ
ッ
シ
ュ
だ
！
」

っ
た
く
ま
、
朝
か
ら
大
変
だ
ぜ
。
こ
ん
な
に
走
る
な
ん
て
・
・
・
・
。

う
う
・
・
・
・
、
体
力
の
な
い
オ
レ
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
、
苦
痛
だ
・
・
・
・
。
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第
一
章
　
第
六
感
が
騒
ぐ

「
は
あ
ー
あ
、
移
動
だ
け
で
も
、
一
苦
労
な
ん
だ
よ
な
・
・
・
・
。
白
雪
村
ま

で
は
・
・
・
。
」

『
次
は
、
白
雪
駅
、
白
雪
駅
で
す
。
』

や
っ
と
、
着
い
た
・
・
・
・
。

白
雪
村
・
・
・
・
。
雪
が
美
し
い
村
だ
・
・
・
。

「
お
ー
、
沢
じ
ゃ
ね
え
か
！
」

「
瀬
木
、
久
し
ぶ
り
だ
な
！
」

瀬
木
太
一
。

オ
レ
の
一
番
の
友
達
。
成
績
は
オ
レ
と
違
っ
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

生
徒
会
長
も
務
め
た
優
等
生
な
の
だ
。

責
任
感
が
あ
っ
て
頼
れ
る
友
達
だ
。

「
沢
君
で
す
ね
・
・
・
。
名
探
偵
の
親
戚
の
。
」

「
あ
あ
・
・
・
、
遠
い
親
戚
だ
が
・
・
・
っ
て
誰
？
」

「
あ
、
失
礼
し
ま
し
た
。
北
海
道
警
捜
査
一
課
の
警
部
、
氷
室
成
彦
と
い
い
ま

す
。
」
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エ
リ
ー
ト
の
よ
う
だ
。
こ
の
若
さ
で
警
部
と
は
・
・
・
。
驚
く
く
ら
い
だ
。

沢
は
何
か
い
や
な
予
感
が
し
た
。

探
偵
と
し
て
の
第
六
感
と
い
う
か
、
な
ん
と
な
く
と
い
う
か
そ
ん
な
感
じ
が
し

た
・
・
・
。

そ
れ
は
、
本
当
の
出
来
事
と
な
る
の
は
、
沢
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ど
う
せ
、
気
の
せ
い
だ
と
思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。

「
沢
君
じ
ゃ
な
い
か
！
で
、
推
理
は
絶
好
調
か
い
？
」

「
は
は
は
、
推
理
っ
て
ね
え
・
・
・
。
」

「
い
や
ー
、
た
ま
に
ド
ラ
マ
で
犯
人
当
て
る
っ
て
？
す
ご
い
よ
！
」

こ
い
つ
は
、
阿
津
目
総
太
郎
。

推
理
小
説
オ
タ
ク
で
オ
レ
の
よ
き
理
解
者
。

ま
あ
、
コ
ナ
ン
で
い
や
、
服
部
っ
て
感
じ
か
な
？
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「
久
し
ぶ
り
に
中
学
校
へ
行
く
か
？
」

「
で
も
、
授
業
中
じ
ゃ
・
・
・
・
。
」

「
廃
校
に
な
っ
た
ん
だ
よ
・
・
・
・
。
」

白
雪
中
学
校
は
、
オ
レ
が
通
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
全
校
生
徒
が
１
９
人
だ
っ
た
。

つ
い
に
、
廃
校
に
な
る
と
は
・
・
・
・
。

オ
レ
は
そ
の
中
学
校
へ
向
か
っ
た
。

そ
こ
に
あ
る
も
の
が
あ
る
と
は
知
ら
ず
に
・
・
・
。
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第
二
章
　
第
一
殺
人

「
ま
ず
は
、
体
育
館
か
ら
・
・
・
・
っ
て
、
お
い
！
あ
れ
は
な
ん
だ
！
」

瀬
木
は
、
体
育
館
の
窓
か
ら
見
え
る
人
の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
、
沢
へ
こ
う

い
っ
た
。

「
あ
れ
は
・
・
・
・
首
吊
り
死
体
だ
！
」

オ
レ
は
直
感
的
に
言
っ
た
が
、
瀬
木
は
、
そ
の
答
え
を
聞
か
ず
に
中
に
入
っ
て

い
た
。

「
お
・
・
・
、
お
い
！
あ
れ
は
・
・
・
、
波
崎
じ
ゃ
ね
え
か
！
」

「
警
察
へ
連
絡
だ
！
」

そ
し
て
、
警
察
が
か
け
つ
け
た
。

運
悪
く
、
３
人
し
か
来
な
か
っ
た
が
。
そ
の
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

他
の
刑
事
は
、
指
名
手
配
犯
を
追
っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
被
害
者
の
名
前
は
、
波
崎
康
太
。
１
７
歳
。
第
一
発
見
者
は
沢
一
と
瀬
木
太

一
だ
な
。
」

い
か
に
も
性
格
が
悪
そ
う
な
刑
事
が
上
司
ら
し
い
。

「
あ
っ
！
よ
わ
よ
わ
刑
事
！
」

瀬
木
が
一
人
の
刑
事
に
向
か
っ
て
言
う
。
沢
は
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
が
・

・
・
。

「
よ
わ
よ
わ
っ
て
・
・
・
、
岩
師
圭
介
で
す
よ
！
」
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そ
の
由
来
は
、
岩
師
が
鰯
と
同
じ
読
み
方
で
、
鰯
に
は
弱
が
入
っ
て
い
る
。
あ

と
は
、
推
理
力
も
体
力
も
あ
ま
り
な
い
。
こ
ん
な
ん
で
刑
事
か
と
い
う
く
ら
い

だ
。
だ
か
ら
、
よ
わ
よ
わ
刑
事
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
あ
っ
、
自
分
は
飛
騨
永
作
で
す
。
捜
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
」

こ
の
自
己
紹
介
は
ど
う
見
て
も
わ
ざ
と
ら
し
か
っ
た
。

「
飛
騨
警
視
！
鑑
識
か
ら
の
報
告
で
す
！
ま
ず
、
死
亡
推
定
時
刻
は
、
午
後
３

時
か
ら
午
後
３
時
４
５
分
の
間
で
す
。
そ
れ
で
、
一
つ
妙
な
点
が
あ
り
ま
し
た
。

」さ
っ
き
会
っ
た
氷
室
刑
事
の
よ
う
だ
。

「
妙
な
点
と
は
？
」

「
死
因
で
す
。
死
因
は
毒
死
で
し
た
。
お
そ
ら
く
、
シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム
と
思

わ
れ
ま
す
。
ア
ー
モ
ン
ド
臭
が
あ
り
ま
す
の
で
。
」

「
妙
だ
な
・
・
・
。
毒
で
死
な
せ
て
か
ら
首
吊
り
か
・
・
・
。
」

シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム
・
・
・
。
通
称
青
酸
カ
リ
か
・
・
・
。
入
手
方
法
が
よ
く

分
か
ら
な
い
が
・
・
・
。

病
院
へ
行
け
ば
手
に
入
る
な
・
・
・
。

「
今
分
か
り
ま
し
た
が
、
殺
害
が
で
き
た
と
い
う
か
、
動
機
が
あ
る
の
は
、
こ

の
中
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
す
ね
。
」

と
、
岩
師
は
言
う
。
そ
れ
を
聞
い
て
瀬
木
は
反
論
し
た
。

「
お
い
お
い
、
確
か
に
俺
た
ち
に
は
動
機
は
あ
る
ぜ
。
た
だ
、
沢
だ
け
は
例
外

な
ん
だ
よ
！
」
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「
と
、
言
い
ま
す
と
？
」

「
沢
は
波
崎
の
こ
と
、
オ
レ
か
ら
の
電
話
で
し
か
知
ら
な
い
ん
だ
。
何
し
ろ
、

あ
い
つ
が
転
校
し
て
き
た
２
ヶ
月
前
に
沢
が
転
校
し
た
ん
だ
か
ら
な
！
」

岩
師
は
す
ぐ
確
認
を
と
る
。
そ
し
て
、
先
生
や
他
の
み
ん
な
の
証
言
で
確
認
で

き
た
よ
う
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
沢
さ
ん
は
容
疑
者
か
ら
外
れ
ま
す
な
。
」

「
ち
ょ
ー
っ
と
、
待
っ
た
！
」

飛
騨
が
叫
ん
だ
。

「
確
か
に
直
接
的
な
動
機
は
沢
に
は
ま
っ
た
く
な
い
！
た
だ
、
間
接
的
な
動
機

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ
！
」

「
そ
ー
い
や
、
波
崎
っ
て
、
瀬
木
を
嫌
っ
て
い
た
よ
な
・
・
・
。
瀬
木
の
大
親

友
だ
っ
た
沢
が
犯
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
る
・
・
・
。
」

阿
津
目
が
、
自
分
の
推
理
力
を
出
し
て
推
理
を
話
し
た
。

飛
騨
は
、

「
や
は
り
、
容
疑
者
の
よ
う
で
す
ね
！
」

と
強
く
言
っ
た
。

捜
査
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
・
・
・
・
。
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第
二
章
　
第
一
殺
人
（
後
書
き
）

更
新
遅
れ
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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